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企画財政課の目標（平成２８年度）自己評価書 

 
企画財政課長 岡野 義広 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 

１ 総合計画の策定（企画総合調整班）  

第５次酒々井町総合計画で掲げた目標の実現を図るため、前期基本計画等の施策・事

業の効果を検証し、後期基本計画を策定します。 
 

 

 

 

２ まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進（企画総合調整班） 

 町の実情を踏まえ、人口、経済、地域社会の課題に一体的に取り組むため、昨年１０

月に策定した酒々井町まち・ひと・しごと創生総合戦略の施策・事業の進捗状況等を検

証し、地方創生の推進に積極的に取組みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
第５次酒々井町総合計画前期基本計画に掲げる主な事

業の進捗状況、達成度や住民ニーズ、社会状況の変化等を

踏まえ、各施策の継続的な見直しや改善を図り、事業を効

率的に推進することとなる後期基本計画を平成２９年３

月に策定しました。 
 
 
酒々井町まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けて

いる各事業を積極的に推進するための、地域再生計画

「酒々井町１００年安心して住めるまちづくりプラン」が

国より認定されました。これにより地方創生推進のための

各種交付金を活用し、地方創生を実現する各種施策を効率

的に取り組むための基盤づくりを整備することができま

した。 
また、酒々井・千葉氏まつりの成功や地方創生の各種事

業をスムーズに展開し実行することができました。 
 
 

達成度：H29.3.31 の自己評価 
５ 目標を完全に達成した。  
４ 目標を概ね達成した。 
３ 目標を一部達成した。 
２ 目標をほとんど達成できなかった。 
１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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３ 町プロモーション活動の推進（企画総合調整班） 

酒々井町は、緑豊かな自然と温暖な気候に恵まれ、史跡や神社・仏閣などが多い歴史

のある町であるとともに、公共交通機能も整い住環境に恵まれた魅力あるコンパクトな

町であり、日本でいちばん古い町として歩み続けています。その“ふるさと 酒々井町”

を全国に情報発信するため新たにアニメーションなどのＰＲ動画の制作に取組みなが

ら、各関係機関・団体やメディアなど各方面へのシティプロモーション活動を実施しま

す。併せて、インターネット、ＳＮＳなどの新たな情報発信の方策等について具体的に

検討します。 
 

 

 

 

４ 町マスコットキャラクターの活用（企画総合調整班） 

 町のブランド力を高める魅力づくりや「郷土・酒々井」に愛着と誇りを持ち、住ん

でよかったと思える、満足度の高い自立したまちづくりを進めていくため、その推進役

となる町マスコットキャラクター「井戸っこ（しすいちゃん）」を積極的に活用すること

で、町民の郷土愛を育むとともに町のイメージアップを図ります。 
 

 

 

 

５ 交通事情等をふまえた交通環境の改善に向けた総合的な検討（企画総合調整班） 

 町内の交通事情等を把握し、円滑な交通と歩行者などの安全な通行等、交通環境の改

善に向けた対策案などを検討します。 
 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 
 
井戸っこしすいちゃんのアニメ版町ＰＲビデオを制作

し、町民等にお披露目し、町民へ郷土愛の醸成を図るとと

もに広く情報発信することができました。 
京成電鉄㈱や NEXCO 東日本等の企業へのトップセー

ルスを実施することで、効果的なまちづくりの推進に向け

た官民の連携を図る機会を創出し、シティプロモーション

の取組みを進めました。 
庁内ワーキングチームを中心として、ＳＮＳ等新たな情

報発信の方策等の有効性と導入方法等について調査研究

を継続して行いました。 
 
 
酒々井・千葉氏まつりをはじめ、町内外のイベントに参

加し、日本でいちばん古い町酒々井町のまちづくりについ

て積極的にＰＲ活動を行いました。また、町内の子どもた

ちとふれあい郷土愛醸成に努めました。 
 
 
 
 
 
新たな方策等について調査研究を進めるともに庁内関

係部署との情報等共有に努めました。 
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６ 広報活動の充実（広報広聴班） 

（１）広報ニューしすい、広報ニューしすい Ｙｏｕｎｇ Ｅｙｅｓの購読者の拡大に

努めていきます。読者に興味を持っていただくために、常に新鮮な話題と情報を提供

できるよう関係部署と連携して情報収集に努めます。 
 
 
（２）町ホームページ上で毎年更新している「くらしの便利帳」、「町政便覧」について、

最新の情報掲載をいたします。 
 
 
（３）広告収入としての「有料広告」の件数の拡大を目指していきます。そのため、引

き続き事業者への周知を図るとともに、広告の効果が最大限に依頼主に還元されるよ

う広告主の希望を取り入れ、効果的な紙面を作成できるよう努めます。 
 

７ 広聴活動の充実（広報広聴班） 

広聴活動は、町政に対する提言等を聴き、よりよい町政運営を推進する上で重要な役

割を担っています。引き続き関係部署と連携して的確な広聴活動の周知を図ってまいり

ます。 
 

８ 統計事務の充実（広報広聴班） 

今年度は、「経済センサス-活動調査」の１調査が行われます。近年の大型商業施設のオ

ープンに伴い調査範囲は拡大する中、町内３５調査区を８名の統計調査員で約７５０の

企業・事業所に調査票の配布及び回収等を実施します。的確かつ正確な統計結果を得る

ために、統計調査員の役割は非常に重要であるため引き続き指導していくとともに統計

調査員の人員確保に努めます。 
 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 
（１）関係部署と連携して、広報ニューしすいで町の取り

組みや政策課題などの行政情報を提供できました。 
広報ニューしすいをスマートフォン・タブレットで閲覧で

きる「広報紙」マチイロを昨年２月に開始してから登録者

数も平成２９年３月末で約３００人となりました。 
（２）町のガイドブックとして町民の暮らしに役立つ情報

をまとめた「くらしの便利帳」と行政機関として発信する

情報をまとめた「町政便覧」について、関係各課の協力に

より最新の情報に更新しました。 
（３）有料広告の件数の拡大のため、広報ニューしすい・

町ホームページに掲載希望者を募る記事を掲載し、２２件

の有料広告を掲載できました。 
 
 
法律相談や心配ごと相談など各種相談事業を含めて、広

報ニューしすいや町ホームページに掲載し、町民に的確な

広聴活動の周知を図りました。 
 
 
経済センサス‐活動調査について、８名の統計調査員が

約２カ月間にわたり町内企業・事業所に調査票の配布及び

回収等の業務を実施しました。 
約７００の企業・事業所から調査票の回答を得ることが

でき、県の提出日までに調査票等の提出ができました。 
調査期間中、調査員に大きな事故や怪我はなく無事に調

査を終えることができました。 
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９ 財政健全化の推進（財政班） 

財政の健全化を図ることが重要であることから、全体事業を見直しながら、簡素で効

率の良い予算執行を指導します。予算編成に当たっては、酒々井町財政健全化計画によ

り、現状を把握しながら歳出の削減と歳入の確保に努め、財政の健全化に努めます。 

 

 

１０ 使用料・手数料の見直し検討（財政班） 

消費税の増税等に伴い今後の町の使用料・手数料の見直しについて方針を決定の上、そ

の方針に沿った取り組みを進めます。 
 

 

１１ファシリティマネジメントの推進（管財班） 

 平成２８年３月に策定した酒々井町公共施設等総合管理計画の方針に沿って、公共施

設等の計画的な管理を推進するために、個別の施設ごとの維持・更新等に関する計画を、

順次、策定します。 

 

  

 

４ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

 
財政健全化判断比率については、各比率とも健全レベル

にありますが、今後の人口減少・少子高齢化による社会保

障費等の増大に配慮し、特に地域福祉基金・減債基金等へ

の積立を行いました。 
 
  
消費税の増税延期に伴い、使用料・手数用の見直しも機

会を失い、引き続き見直しの時期を見据えながら検討を行

いました。 
 
 
関係各課等への照会や酒々井町ファシリティマネジメ

ント戦略会議の開催等により、酒々井町個別施設計画を策

定しました。 
 
 

 


